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北海道部 8月30日（土） 15:15 黒部ホテル（北見市） 8,000円 講演：久保勝範氏（北光社移民の概要）

北東部 9月13日（土） 13:00 ホテルニューイタヤ（宇都宮市） 5,000円

リレーフォーライフ2014

in

とちぎ参加/味噌作り体験

関東東部 10月4日（土）  13:00 深川江戸資料館 4,000円 講演：久染健夫氏（深川物語-深川の今昔-）

東新部 10月11日（土） 13:00 銀座ライオン 4,000円 講演：伊藤千尋氏（朝日新聞）（活憲の時代-9条は人類の宝）、歌声広場

あずさ部 10月18日（土） 11:30 山中湖センター 5,000円 フライイングディスク体験会

湘南・沖縄部 9月27日（土） 16:00 鎌倉パークホテル 6,000円 講演：峯尾部長（日本人と人権）

富士山部 10月19日（日） 13:30 東山荘 7,000円 チアリーダー（加藤学園高校）演技
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部会シーズン開幕！

8月30日（土）の北海道部（写真）を皮切りに、10月19日（日）の富士山部まで、各部の部会が開催されます。

ご自身の部はもちろん、他部の部会にも出席されて、旧交を温め、あるいは新たな出会いと刺激を得られてはいかがですか？

ご出席希望の方は各部の部長、書記または部会実行委員長にご連絡ください。
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インドにて国際大会、国際ユースコンボケーション、アジア地域議会開催
第71回国際大会が8月７日（木）から10日（日）まで、インド・チェンナイ（旧名：マドラス）の貿易センターにて開催されました。大会の登録者総数は23か国から353名で、2010年に開催された横浜での国際大会（1,275名）、2012年に開催されたノルウェー・スタヴァンゲルでの国際大会（644名）に比べてコンパクトな大会でした。
日本からは55名（東日本区37名、西日本区18名）の登録で、これは開催国のインドの149名に次ぐ人数でした。以下、国別では台湾40名、韓国21名、ケニア18名、デンマーク16名と続きました。
大会と並行して国際ユースコンボケーションが8月4日（月）から10日（日）まで、チェンナイ・ヒンドスタン大学で開催され約100名のユースが世界各国から集いました。日本からは10名（東日本区6名、西日本区4名）の参加でした。

また、国際大会前日の8月6日（水）にはアジア地域議会がチェンナイ・ヒルトンホテルにて開催され、昨年度の決算についての審議等が行われました。詳しくは後日ご報告いたします。
次回の国際大会は2016年8月4日（木）から7日（日）まで、台北（台北グランドホテル（圓山大飯店））で開催されます。2015年7月3１日（金）から8月2日（日）に京都で開催されるアジア地域大会と併せて、多数のご参加を期待しています。



京都にてアジア地域大会が開催されます。
第26回アジア地域大会が京都で開催されます。日本でのアジア地域大会は1999年の北海道・十勝（幕別町）で開催された第18回大会以来です。
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日程：2015年7月31日（金）～ 8月2日（日）

会場：ウェスティン都ホテル京都

登録費：35,000円（早期登録（3月末まで））、39,000円（通常登録）

大会テーマ：Start Future Now

大会ホスト：西日本区

アジア地域ユースコンボケーションもアジア地域大会に合わせて、7月29日（水）〜8月2日（日）に「あうる京北」（京都府立ゼミナールハウス）にて開催されます。

現在、京都部のメンバーを中心としたホストコミッティー（東日本区からは田中理事、渡辺次期理事、渡辺直前理事がメンバー）にて着々と準備が進んでいます。東日本区からは200名以上の参加が期待されています。皆さまの2015年のカレンダーに、6月6日（土）、7日（日）の厚木での東日本区大会およびこの大会を是非ご記入ください。

アジア地域大会はIBC、DBCとの交流を深める大変良い機会です。アジア地域をはじめとするIBCのクラブによろしくご案内いただくとともに、大会を契機に新たなIBC、DBC締結へのお取り組みもお願い申しあげます。
大会の詳細は以下のウェブサイトをご覧ください。また、東日本区ウェブサイトからも辿れます。
http://aac2015.jp/jp/



ユース事業通信(3)
ユース事業主任　衣笠輝夫

【強調月間に寄せて】
9月は「ユース」強調月間。ユースについて、とりわけ私達ワイズのユースに対するスタンスの取り方について想いを巡らせてみました。

日頃ユース（この場合学生リーダー）と接する機会の多いYMCAの学校・スタッフの方々と異なり、ワイズメンがリーダーと接する機会はそう多くはありません。YMCAの会合に参加したとしても、リーダーと接する機会は少ないように思えます。リーダーは別時間帯で「リーダー会」や「キャンプ」に行っているからです。「YMCAにリーダーはいるのか」の声さえ聞こえてきます。リーダーと接し協働することなしで「ユースを考える」はむなしく聞こえます。私達はただ「待つ」、ワイズの会に「招待する」のみではなく、プログラム等で協働する場へ一歩踏み出し、そこで初めて具体的に「ユースを考える」ことができるのではないでしょうか。私のリーダー時代を振り返りますと、ワイズには無関心でした。とても良いお話や教訓を聞いたと思いますが、ほとんど記憶に残っていません。協働する機会が少なく「その人」が見えなかったからです。ユースが背伸びしながら精一杯生きようとしている時、琴線にふれる「言葉」に多くは必要ないように思えます。私はその「言葉」をユースと共有することができるだろうか。いつも迷います。「何かを教える」でなく「協働の中で聞く、理解する」、共有する「言葉」を見つけだすことが私の課題と考えています。そして「ユース」には、この様に模索している私達ワイズメンがいること、「ユース」の支援者だということを先ず知っていただけることを望んでいます。

【ユースボランティア・リーダーズフォーラムのご案内】
今年度のユースボランティア・リーダーズフォーラムの開催が近付いてまいりました。詳細は東日本区ニュース（理事通信）の8月号に掲載し、また各クラブ会長には参加申込書等をお送りしていますが、ワイズメン、メネットでご参加希望の方は9月9日（火）までに衣笠ユース事業主任までご連絡ください。 

日程：9月19日（金）～21日（日）

会場：東京YMCA山中湖センター

なお、期間中の9月20日（土）17:00から、東京ベイサイドクラブのチャーターナイトが東陽町センターで予定されていますが、ユースボランティア・リーダーズフォーラムのワイズズメンの基調講演・各ワイズの紹介等は9月19日に行われますので、19日のみの部分参加も歓迎いたします。

【国際ユースコンボケーション報告会のご案内】

インド・チェンナイでの国際ユースコンボケーションに東日本区から参加した6名のユースによるワイズメンへの報告会が以下の要領で開催されます。奮ってご参加ください。お問い合わせ、ご参加希望の方は衣笠ユース事業主任まで。

日時：9月28日（日）　15:00～18:00

会場：東京YMCA東陽町センター2階207号教室
参加費（懇親会費）：2,000円

主催：東日本区ユース事業委員会



地域奉仕事業主任から
地域奉仕事業主任　山本剛史郎
ワイズメンズクラブ・YMCAの認知度を高めよう！
今年2014年11月22日（土）～24日（月・振替休日）、国際青少年センター東山荘（静岡県御殿場市）において、第18回日本YMCA大会が行われます。ワイズメンズクラブと密接に結びついている全国のYMCAは公益財団法人をはじめとする法人移行を行い、日本YMCA同盟は「YMCAブランドの再生」という中期計画をスタートさせました。私自身、また多くのワイズメンが感じていることとして、「YMCAおよびワイズメンズクラブの一般的認知度が低い」ということだと思います。「いったいYMCA、ワイズメンズクラブとは何なのか？」、「YMCA、ワイズメンズクラブとはどんな活動をしているのか？」そのような疑問に答え、一般的な認知度を高めるためにも、より深くYMCAやワイズメンズクラブ活動に関わり、より知ってもらいたいですし、そのためにもこの日本YMCA大会は良い機会だと思います。
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詳細については日本YMCA同盟のホームページ、またFacebookの「日本YMCA大会」コミュニティー等で9月中旬に発表される予定です。ぜひ、一度ご覧いただき、多くの人に宣伝していただきたいと思います。

次にCS、コミュニティー・サービス（Community Service）についてですが、コミュニティー・サービス（Community Service）とは、大きくは地球社会、小さくは地域社会の隣人への奉仕活動であり、ワイズメンズクラブはまさに奉仕クラブとして存在しているといえます。『ワイズ読本』にもワイズメンズクラブのことを言い表すのに「奉仕クラブ」という言葉が多々でてきます。また、ロータリークラブやライオンズクラブといった他の奉仕クラブとの比較も書かれています。これらにはワイズメンズクラブの奉仕活動の精神といったものが書かれていますので、今一度、読み返されることをお奨めいたします。今年度の地域奉仕事業は「地の塩、世の光～誇りと喜びを持って奉仕をしよう」を主題（テーマ）として掲げさせてもらいました。まさにワイズメンズクラブは地の塩として世の中に役立ち、世の光として世の中を輝かせる、そのためにも誇りと喜びを持って奉仕していきたいと思います。
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そして、地域奉仕事業主任として、もう一つお願いがあります。それはそれぞれの部またはクラブで行っている地域奉仕事業をぜひ、多くの人に伝えて、同じワイズの仲間だけでなく、ワイズの外に向かってもその活動を知らせてください。先ほども書いたように、一般的にはYMCA、ワイズメンズクラブの認知度はまだまだ低いと思います。以前、インターネットのある掲示板で、「ワイズメンズクラブとはどのような団体なのでしょうか？」という質問が出されていました。その回答の中には「変な宗教団体」とか「怪しいカルト集団」なんてものもありました。そのような誤解を招かないためにも、地域社会への奉仕クラブとして活動をより多くの人に伝えていきたいと思いますその方法はいろいろとあります。ブリテンの発行もその一つですし、チラシの作製、直接、口で説明するなどでも良いと思います。そして、インターネットでホームページやフェイスブックなどのSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を使えばより多くの人に知らせることができます。また、自薦他薦は問わず、すぐれた地域奉仕活動があれば私、山本にお知らせください。この東日本区ニュース等で皆様に紹介していきたいと思います。皆さんのご協力のもと、ワイズメンズクラブ・YMCAの認知度を高めましょう。


広島市豪雨災害緊急支援募金ご協力のお願い
広島YMCAでは広島市8.20豪雨災害の被災者の救援・支援活動のため、緊急支援募金を8月28日（木）から10月31日（金）まで行なっています。 
皆さまどうぞご協力ください。
振込先：広島銀行　普通　3314351 またはもみじ銀行　普通 3026117

口座名義　公益財団法人広島YMCA豪雨災害募金　理事長　上久保昭二　（2銀行とも）

以下は広島YMCA上久保総主事からのメッセージです。

*******************************************************************************************

このたびの豪雨災害では何かとご心配をおかけしています。全国各地でも、今年は特に、それぞれ被害が相次いでいて、痛ましい限りです。

広島市8.20豪雨災害（広島市北部の大規模土砂災害、浸水等の被害）についてご報告申しあげますとともに、今後の協力支援について、お願い申しあげます。

広島市は、中国山地を源流とする太田川が、瀬戸内海に流れ出る前の下流で６本の川に分かれ、三角洲を形成しその上にできています。

その北部に当たる、安佐北区と安佐南区の一部ではありますが今回の大規模な土砂災害・豪雨災害が発生しました。山裾に広がる住宅から太田川沿いを走る国道に至る広範囲を飲み込む形での土砂崩れ、土石流、浸水による被害です。

被災現場に立ちますと、映像では見られないすさまじい光景が飛び込んできます。大きな岩や大木が住宅を突き破ったそのままの状態やら、土砂で埋められた車やら、道をふさぐ土砂、乾いて舞う砂ぼこり、異臭、浸水でだめになった家具や無数の土嚢など、痛ましい惨状に心痛この上ない思いであります。そんな中で警察、消防隊、自衛隊、関連土木・建設業者の懸命な捜索・作業が早朝から続けられています。

8月26日現在で、66人の方が亡くなられ、21人の方の安否が不明です。家屋の崩壊や避難指示により避難している人は1,414名、683世帯にのぼり、12箇所の避難所で不自由な生活を強いられています。

YMCAの関係者では、残念で悲しいことですが、芸大美大受験科の予備校生出身の32歳の方が亡くなられました。また、現職職員、会員、学生等には、大きな被災はなく、無事でした。その点ではほっとしています。

地元広島市の災害ボランティアネットワークの結成と同時に、現地ボランティアセンターを安佐北区と安佐南区の2箇所に立ち上げ、YMCAもその一員として、まずは復旧活動に関わっています。現在は、多くのボランティアが集まり、泥や瓦礫の処理等にあたっています。

広島YMCAでは、運営スタッフをすでに派遣しています。今後は現地で作業をするボランティアの派遣もしていきますが、まずは募金活動からはじめることを決め、本日から呼びかけと受付を開始いたします。

今週末は街頭で呼びかけます。また、医療・保健・看護の分野で、現地ボランティアの健康管理、感染対策、応急処置等に当たる保健師・看護師のボランティア派遣と受け入れ窓口の支援を、広島YMCA訪問看護ステーション・ピースが担当します。

被災した教会は細々と礼拝を守られたようですが、日常の生活や活動に戻るには時間がかかりそうです。福音系の教会組織が中心に、復旧支援を始められました。私も今日教会を訪ねました。途方にくれながらも懸命な復活への道を模索されていました。来週からできるところから復旧作業をお手伝いいたします。

当面はそのような関わりで支援を進めてまいりますので、募金の協力を全国YMCAに呼びかけたいと思います。人的協力支援要請が必要な場合は、状況をみて改めてお願いしたいと考えています。

皆様からのご指導を仰ぎながら、被災者に寄り添える支援活動ができますように努めていきたいと思います。どうぞよろしくお願い申しあげます。

広島YMCA総主事　上久保昭二

*******************************************************************************************
東日本大震災支援対策本部から
東日本大震災支援対策本部長／理事　田中博之
東日本大震災の被災者支援、復興活動について、日本のYMCAでは、盛岡YMCAによる「宮古ボランティアセンター」、仙台YMCAによる「東日本大震災支援対策室」および東京YMCAによる「YMCA石巻支援センター」を拠点として、震災直後から地元に密着した活動を行なっています。ワイズメンズクラブ東・西日本区においても区、部、クラブがこれらのセンターの働きを支えるさまざまな取り組みを今も継続して行なっています。今回は3センターから、今年の夏休み期間の取り組みをご紹介いただきました。
3.11から間もなく3年半が経過いたします。引き続きワイズの皆さんの積極的なご支援をお願いいたします。
盛岡YMCA・宮古ボランティアセンター
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8月の初旬から中旬にかけて行われたサマーキャンプと短期水泳教室。キャンプには50名、水泳には54名の子どもたちが申し込みをし、夏を満喫しました。キャンプ、水泳ともあいにくの雨に見舞われましたが、子どもたちは元気いっぱいはしゃぎまわっていました。夏休みの思い出としてのサマーキャンプ。泳げるようになりたいという気持ちの表れの水泳教室。みんなの笑顔と頑張る姿にリーダーたちも一緒に楽しんでいました。子どもたちと過ごした2泊3日。そして5日間の水泳教室。子どもたちとの関わりをこれからも大切にしながら共に活動を続けていきたいです。 

センター長 斎藤 勉
仙台YMCA・東日本大震災支援対策室
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2014年夏、これまで仙台YMCAが支援をしてきた白石市越河小学校の5･6年生を対象に、仙台YMCAサマーキャンプに招待しました。子どもたちはこれまで、越河小学校だけのキャンプしか経験していませんでした。今回はこれまでの支援キャンプから形を変え、違う小学校の子どもたちとのキャンプを通して、これからの未来、そして東北の復興を担う子どもたちの全人的成長を願っています。 

子どもたちはキャンプ前、初めて会う子どもたちとの活動に不安を抱えていましたが、キャンプが始まれば同じグループのお友だちと関係を築き、新しい出会いと新しい経験を積みました。
副室長 黒田 敦

東京YMCA・YMCA石巻支援センター 
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YMCA石巻支援センターでは、今夏も全国のボランティア、特にユースボランティアリーダー・専門学校学生による、地域に根ざした子ども支援プログラムを行っています。今年で４年目を迎えた石巻小学校での夏休みプール指導や定例の学童保育支援プログラムに加え、今夏は地元の障がい児と保護者のデイキャンププログラム、また米国と石巻のユースの国際交流プログラムも行うことができました。 

経験豊かなユースボランティアが行うYMCAの子どもプログラムは、子どもたちや保護者、学校の先生や行政にも好評で、「子ども支援のYMCA」が徐々に地元に根付いてきたように感じます。子どもたちの笑顔が家庭や社会を明るくしていく事を願い、今後も活動を継続していきたいと思います。
スタッフ 伊藤 剛士
（各クラブ、部での支援活動の予定、実施報告をお寄せください。このコーナーでご紹介させていただきます。）




BF代表を募集いたします。
2015－2016年度のBF代表の募集要項が届きましたのでご案内いたします。

BF（Brotherhood Fund）から旅費が支給され、ある地域から他の地域を公式訪問するワイズをBF代表と言い、旅費の全額が支給され、3-5週間派遣されるフルグラントと、国際大会あるいは地域大会への参加費用の一部を補助されるパーシャルグラントの2種類の代表があります。BF代表として海外に出かけることは、ワイズメン運動の国際性、多様性を理解するまたとない機会です。詳細は、国際・交流事業主任にお問い合わせください。ご応募をお待ちしています。
1． 派遣内容
【フルグラント】
	派遣プログラム番号
	派遣内容
	派遣受入地域／地区

	BF 15/16 – 03
	派遣期間：2015年8月／9月     
派遣目的：地域大会参加、クラブ訪問
到着地：インチョン（ソウル国際空港）
出発地：インチョン（ソウル国際空港）
	韓国地域 / 全羅北道区

	BF 15/16 – 04
	派遣期間：2015年9月15日以降の3〜5週間
派遣目的：地域大会・区大会参加等
到着地：メルボルン
出発地：メルボルン
	南太平洋地域


【パーシャルグラント】
・2015年の京都アジア地域大会に参加するための経費の補助として600スイスフランを支給
・アジア地域で4名に支給

(今回のパーシャルグラントは京都での開催のアジア地域大会参加への補助ですので、東・西日本区とも募集を行わないことにいたします。ご了承ください。) 
2． 応募条件
・所属クラブが昨年度少なくともメンバー1人当たり5ドルのBF献金を行っている。
・所属クラブが昨年度区費（含む国際会費、アジア地域会費）を収めている。
・65歳以下である。
・健康である。また、必要であれば医師の診断書を提出できる。
・英語でコミュニケーションがとれる。あるいは派遣希望国のことばが話せる。
・受け入れる区の都合により、緊急な経費がかかることになった場合（食費、ホテル滞在費など）、自分で支払うことができる。
・単なる観光旅行ではないことを理解し、ワイズの親善大使としての役目を受け止め、最大限の努力をする覚悟がある。
・帰国後、BF代表としての経験を区内のクラブと共有する。
・帰国後30日以内に詳細なレポートを提出する。
・今までに国際議員あるいはそれ以上に高い役職に就いたことがない。
・現在も国際議員あるいは次期議員ではなく、またそれ以上高い役職にも就いていない。
・以前にフルグラントを受けたことがない。
・過去3年間において、パーシャルグラントを受けていない。
3． 応募方法
所定の応募用紙に記入し、2014年11月１日必着で東日本区理事に提出してください。応募用紙の入手方法、書き方、その他必要事項については国際・交流事業主任にお問い合わせください。
昨年、浅草で開催された第17回東日本区大会に合わせて、ロシアBF代表・タチアナさんが来日したことは、皆さんの記憶にも新しいことと思います。たいへん短い期間ではありましたが、多くのワイズがタチアナさんとの出会いを楽しみ、友好親善を深めました。ワイズとして同じ志を持つ者同士には、時間の長さは関係ありません。すぐに打ち解け、理解しあい、友情が生まれます。ことばに自信はなくとも、心で通じあえます。
私も3年半前にフルグラントのBF代表としてインドに3週間行かせていただきました。今回のチェンナイでの国際大会では、お世話になったホストファミリーとの再会はもちろん、ユースコンボケーションに参加していたホストの長男との巡り会いなど、未だに感動が続いています。ぜひ、今年も東日本区からこの感動を体験できるワイズが出るように、事業主任として応援いたします。
（国際・交流事業主任：利根川恵子）



STEP For Allって何？
ワイズの国際事業に興味がありませんか？
STEPで外国に行ける年齢だったらいいなと思ったことはありませんか？
海外のTOF（タイム・オブ・ファースト）事業に参加し、実際に協力してみたいと思いませんか？
以上の3つの質問の１つでも「イエス」と答えた方は、「STEP For All」という事業がぴったりです。
「STEP For All」は先般インド・チェンナイで開催された国際議会で決定されたワイズメンズクラブ国際協会の新しいプロジェクトで、TOF事業とBF事業が融合したものです。 
「STEP For All」の目的は、他の地域で短期間（2～3週間）生活すること、活発なTOF事業に参加すること、TOF事業に関係している地元の人々を応援したり、支援したりすること、帰国後経験を共有すること、訪問したTOF事業と「STEP For All」の広報担当として活動することとなっています。
この事業には、健康で、ワイズや参加するTOF事業に深い理解を持ち、経費の負担ができる方であれば、年齢に関係なく、何度でも応募することができます。経費については、BF基金から旅費の一部を補助する制度もあります。
何ヶ月もかかるBF代表の選考とは異なり、3～6週間で応募の結果がでるというスピーディな点も魅力です。
TOF献金については、どのような事業に使われているか、事業名はわかっても、実際にどのような場所でどのような人々が恩恵を受け、どのような成果が挙がっているのかがわかりにくいのが現状です。「STEP For All」で、実際に事業の現場で活動した方々の経験は、私たちの活動の何よりも強い証となります。
元気で、海外でのボランティアをしてみたいと思っているあなた、どうぞ国際・交流事業主任までご連絡ください。応募方法など詳細をお知らせいたします。
（国際・交流事業主任：利根川恵子）



RBM（ロールバック・マラリア）延長決定
[image: image16.jpg]


RBMは、ワイズメンズクラブ国際協会が、国際赤十字・赤新月社とともに、5カ年計画で、マラリア感染による死亡を防ぐために取り組んでいる運動であることは、東日本区ニュースの第1号でもご紹介しました。その際、今年度が5年の最後の年になることから、国際・交流事業の重点項目として是非とも御協力をとのお願いをいたしました。
これまでの関係者の努力により、2000ｰ2012年の間に、マラリアによる死亡率が世界的には45％減、アフリカでは49％減となり、330万人の命が救われたとの報告があります。しかし、マラリアの脅威は未だおさまらず、例えば蚊が生物学的に変化して、殺虫剤への耐性が強くなりつつあること、最終目標である2人に蚊帳1張りを達成するために必要な予算、51億ドルの半分しか集まっていないことなどがあり、RBMのキャンペーンは、国際赤十字・赤新月社、その他協力団体そろって、さらに続ける必要があることが確認されました。
そこで、インド・チェンナイでの国際議会で、「RBMを3年延長する」ことが決まりました。従って今年度が最終年度ではなくなりましたが、まだまだマラリアの脅威にさらされている人々がたくさんいること、RBMキャンペーンが十分とは言えなくとも確実に成果をあげていることを思い、今年度の方針どおり、重点事業としてRBMへの献金を強くお願いする次第です。
（写真は8月30日開催の北海道部部会でのマラリア防止用蚊帳紹介の様子）

（国際・交流事業主任：利根川恵子）



メネットだより
ワイズメネット委員長　加藤真子

[image: image17.jpg]


8月27日（水）、第１回メネット委員会が、オブザーバーとして田中理事、村杉2011-13年度メネット委員長にも出席いただき、計11名で開催され、今年度のメネット事業活動について活発な協議が行われました。その結果国内プロジェクトは、①YMCA施設へ絵本を贈る運動②東日本大震災復興支援、国際プロジェクトは、今年度からの新たな支援先として、①若者への職業教育（ブラジル・サンパウロ）②未亡人と貧しい女性のためのワイズメン農村復興プロジェクト（インド・ケララ州）が決まり、以上が今年度の国内・国際プロジェクトとして承認されました。今まで継続されてきたID（国際メネットディレクター）支援については、一度現状を確認した後に、改めて支援を継続するかどうかを検討することとなりました。その結果、従来、第１回のメネット委員会で発送していましたメネット支援金依頼の振替用紙は、後日（10/1発行の理事通信と一緒に）送付させていただくこととなりました。

また、「東日本区メネットのつどい」は、2012年に実施しました「被災地をたずねて」の第2弾として、11/29（土）に実施予定です。今回も日帰りとし、復興現場（宮城県・桂島）を見ていただき、今年度のメネット東日本大震災支援先の候補予定の一つであります「NPO法人まなびのたねネットワーク」のお話を聞きながら、島のお母さんの手料理と地元の人たちとの交流を図る内容を計画しております。詳細は追ってご案内させていただきますので、ぜひご参加くださいますようお願い申し上げます。

追記：国内プロジェクトとして要望の高い「絵本を贈る運動」につきましては、今回初の試みとして、委員長の所属する仙台３クラブのメネットたちで絵本の発送作業を行うことになりました。委員会以外の場所で発送作業を行うことで、メネットの皆さんに運動に直接関わっていただくことが出来ますことと、ささやかですが交通費削減（仙台から3名）にも寄与できるかと思っております。次回の委員会は、「東日本区メネットのつどい」の折に行うこととなりました。
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青木富士山部直前部長、エルマー・クロウ賞受賞！
インド・チェンナイでの国際大会の席上、富士山部直前部長の青木義美さんに本年度のエルマー・クロウ賞が授賞されることが発表されました。おめでとうございます。

エルマー・クロウ賞は、前年度の部長の内、傑出された働きをされた方に当該年度の理事の推薦によって授賞されるものです。



東京八王子クラブチャーター20周年記念例会

東京八王子クラブのチャーター20周年記念例会が以下の要領で開催されます。お誘いあわせてご参加ください。

申し込みはクラブ単位で、各クラブ会長に送付されている登録申込書を10月5日（日）までに同クラブ長谷川あや子さんまでお送りください。

日時：10月25日（土）　11:00〜14時

会場：立川グランドホテル（JR立川駅）

会費：7,000円 

モンゴル・ウランバートルクラブのチャーター
東京武蔵野多摩クラブが共同スポンサーに
モンゴル国の首都のウランバートルに、同国初のワイズメンズクラブであるウランバートルクラブが誕生し、来る9月21日（日）にチャーターナイトを迎えます。

同クラブは香港のTsim Sha Tsuiクラブがスポンサークラブで、所属はSEA（南東アジア区）、香港部になりますが、アジア地域を挙げ、国境を超えて支援しようと、Tsim Sha Tsuiクラブの山田公平さん（アジア太平洋YMCA同盟総主事、元東京武蔵野多摩クラブ）から、同クラブのIBCである東京武蔵野多摩クラブに共同スポンサー（Co-Sponsor）にならないかとの呼びかけがありました。

東京武蔵野クラブでは検討の結果、引き受けられることとなり、チャーターナイトには東京武蔵野クラブから宮内会長、渡辺書記も参加予定で、今後、同クラブの活動を支援されていきます。
国境、区を越えたエクステンション（Extension Beyond Boarder）は今期、国際協会としても重要施策のひとつであり、大変歓迎しています。
東日本区としても共に喜び、必要な支援を行っていきたいと考えます。


どうぞよろしく　―新入会員のご紹介―
7月に入会された方々19名中16名の写真および本人または紹介者からの「ひとこと」が届きました。残りの方々は来月号でご紹介いたします。
秋葉聡志さん（札幌）
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元担当主事で北海道YMCA勤務。

東京生まれの東京育ち。これまでも札幌クラブの担当主事として活躍されてきました。7月15日入会
渡邉修さん（宇都宮）
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広告・サインの作成を行うエイトビーシー有限会社の代表取締役

北東部部長の大久保メンからの紹介で入会しました。7月8日入会
藤生強さん（宇都宮）
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公益財団法人とちぎYMCA職員

これまで宇都宮近辺の各クラブの担当主事を経験し、今回宇都宮クラブ会員になりました。7月8日入会

鷹箸久泰さん（宇都宮）
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社会福祉法人とちぎYMCA福祉会職員

これまでも宇都宮クラブとは係わりが多く、宇都宮クラブに入会いたしました。

（左から）

村杉一榮さん、神谷邦子さん、磯部幸子さん（東京北）
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3人とも東京北クラブチャーターメンバーのメネットとして活動してこられましたが、クラブ活性化のため、メンバーとなられました。
野元邦彦さん（東京世田谷）
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大手商社時代、インターネットの草分けからIT分野に携わり腕を振ってきました。退職後は地元でNPO法人世田谷まちづくりを立ち上げ活躍中。目下実母の介護でも超多忙です。7月18日入会
中移庸介さん（東京コスモス）

元東京むかでクラブ吉田司さん、鎌倉クラブ池田さんとは昔ヨット仲間でした。これまで御縁のある方に少しでも役に立つことができればと云う思いで、入会しました。[image: image25.jpg]


7月26日入会 
朝倉正昭さん（信越妙高）
セブンイレブンのアメリカ社長を務め、退職後スキーに再度挑戦。3年前からワイズメンの経営する妙高高原のロッジに長期滞在し、スキーの技術を磨いてきました。クラブの福澤さん、小林さんからワイズの話を聞いて入会しました。YMCAロッジの花壇や周囲の草木手入れもボランティアで行っている程の理解者です。7月24日入会

水戸朱美さん（東京サンライズ）

入会できましたことをとても嬉しく思っています。7月10日入会

池山文史さん（横浜）
30年前に東京YMCA（美土代町）で社交ダンスをされていましたが、その再起を願って18年ぶりにダンス仲間の金子ワイズに電話したのがきっかけで横浜クラブに入会されました。お子さん達も、小学校時代には横浜YMCAの冒険クラブに所属されていました。今度はYMCAに恩返しをしたいと入会されました。
泉明寺みずほさん（熱海）

熱海クラブ女性会員第1号メンバーとしてふさわしい人材です。７月28日入会
蛭田泰造さん（熱海）
実直な人柄で、青年会議所を卒業しワイズに入会しました。７月28日入会
（右から）
山本光子さん、岩田郁代さん（御殿場）

友人から誘われて深く考える事なく軽く入会したものの、皆様の高い意識に戸惑いを隠せませんが、私も微力ですが、親切奉仕の種を蒔く事ができればと思っております。今後ともよろしくお願いします。（岩田さん）
今までボランティア活動に参加する事も無かったのですが、何かできる事は・・・と思った時、青少年育成団体であるYMCAの活動支援をするワイズメンズクラブを知り入会させていただきました。YMCAはキリスト教を基盤とする団体と聞き、宗教的にも興味がわき、またこの活動を通して多くの人達に出会える事も楽しみの一つです。どうぞよろしくお願いします。（山本さん）


ありがとうございました。

東日本区ワイズ基金（JEF）に以下の方々からご献金いただきました。感謝申しあげます。

佐藤茂美さん（東京）：「東新部部長を終えて感謝」（7月）

上谷伸子さん（東京グリーン）：「ワイズの発展を祈念して」（8月）

JEFは年間を通じて受け付けています。お祝いごと、記念すべきできごと、ワイズ役職の任期満了等の際には個人、クラブを問わず、どうぞご協力ください。
東日本区ニュース


（理事通信）
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東日本区理事メッセージ                主題：　「誇りと喜びを持って」








9月1日は91年前の関東大震災を覚えての「防災の日」。9月5日までは防災週間です。「天災は忘れた頃にやってくる」と言われていますが、近ごろは「忘れる間もなく」日本、世界の各地で大きな自然災害が発生しています。とりわけ広島での豪雨による災害は多くの犠牲者を出し、広島YMCAでは全力を挙げて被災者支援を行っており、全国からの支援金も募集しています。


私たちは微力ではあるが無力ではありません。心と力を合わせて、災害、戦争、病気、貧困に悩める方々への支援に継続して取り組んでいきたいと思います。


9月はユースの強調月間です。ユースボランティア・リーダーズフォーラムも開催されます。参加したリーダーやインドでの国際ユースコンボケーション参加者などを、ぜひクラブ例会や部会に招いていただきユースのことをより知り、私たちのことをより知ってもらいましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事：田中博之)





















































12

